
　　  勢志摩は海女のふるさと。海女とは、素潜りで貝や海藻を採る女性の漁師の
ことで、海女漁は3000年以上も昔から行われてきました。
　志摩半島で海女が一番多く暮らしているのが、鳥羽市相差町。春から夏の漁のシー
ズンになると、相差をはじめ鳥羽各地の漁港で海女たちの姿を見ることができます。
　海女は、近場の磯などで1人で潜る「徒人」と、男性（主に夫）の操る船から命綱を
つけて海中深く潜る「舟人」に分けられます。どちらの海女も、漁から戻ると囲炉裏
の火が燃える海女小屋で暖をとり、仲間たちとお喋りしながら楽しい時間を過ごし
ます。小屋からは、海女たちの底抜けに明るい笑い声が聞こえてきます。
　海女小屋は、漁だけでなく家事や畑仕事までこなす海女にとって、ほっと一息つ
ける“憩いの場”です。
　海女の仕事場である海は、命の危険と隣り合わせです。事故から身を守り、豊漁
を願う海女たちの間では、独自の風習や信仰が息づいています。たとえば、海に潜る
とき海女が必ず身につけるのは「ドーマン・セーマン」という魔除けの印。また相差
の「石神さん」や国崎の「海士潜女神社」は、“海女の守り神”として、地元で厚く信仰
されています。そして、海女の祭りもまた各地で脈 と々受け継がれています。
　平成26年1月23日に、「鳥羽・志摩の海女による伝統的素潜り漁技術」が三重県
の無形民俗文化財に、平成29年3月3日には、「鳥羽・志摩の海女漁の技術」が国の
重要無形民俗文化財に、令和元年5月20日に、「海女（Ama）に出逢えるまち鳥羽・
志摩」が日本遺産に認定されました。
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